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肉
筆
簡
牘
資
料
か
ら
試
み
た
作
品
の
表
現
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二
十
世
紀
初
頭
よ
り
現
在
に
至
る
ま
で
、
続
々
と
発
見
さ
れ
て
き
た
秦
か
ら

漢
代
の
肉
筆
資
料
は
、
考
古
学
・
史
学
は
当
然
の
こ
と
、
書
体
変
遷
の
確
実
な

記
録
と
し
て
、
近
代
の
書
法
史
に
お
い
て
最
も
注
目
を
浴
び
て
き
た
資
料
で
あ

る
。
多
く
の
資
料
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
字
例
も
豊
富
に
な
り
、
作
品

制
作
の
幅
も
大
い
に
広
が
っ
た
。

　
こ
の
時
代
の
書
の
お
も
し
ろ
い
点
は
、
漢
字
変
遷
の
過
渡
期
に
あ
っ
て
、
筆

画
の
省
略
や
章
草
の
草
書
的
表
現
、
精
彩
な
線
の
筆
致
が
見
て
と
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
石
刻
の
書
と
は
異
な
る
躍
動
感
の
あ
る
書
か
ら
は
、
後
に
続
く
書
法
の

美
的
感
覚
の
萌
芽
を
感
じ
、
線
の
角
度
や
入
筆
の
筆
法
、
章
法
な
ど
、
古
代
人

の
工
夫
と
苦
心
の
跡
を
窺
え
る
。

　
今
作
「
澹
月
」
は
、
肉
筆
簡
牘
資
料
の
中
で
も
近
年
新
出
し
た
「
清
華
大
学

戦
国
竹
簡
」、「
湖
南
大
学
岳
麓
書
院
秦
簡
」
な
ど
、
篆
書
か
ら
隷
書
に
変
遷
す

る
過
渡
期
に
あ
る
頃
の
資
料
を
参
考
に
制
作
し
た
。「
精
華
大
学
戦
国
竹
簡
」

は
楚
系
文
字
で
は
あ
る
が
、
円
転
の
リ
ズ
ム
、
筆
の
抑
揚
を
利
か
せ
た
線
、
入

収
筆
の
多
様
さ
が
特
徴
で
、
今
作
は
そ
の
特
徴
を
表
現
し
作
品
に
動
き
を
出
そ

う
と
試
み
た
。
字
は
「
湖
南
大
学
岳
麓
書
院
秦
簡
」
を
参
考
に
、
篆
書
が
隷
変

化
す
る
字
を
用
い
た
。
秦
簡
で
は
、
例
え
ば
「
氵
」
は
す
で
に
省
略
化
さ
れ
筆

写
に
適
し
た
形
を
と
り
、「
詹
」、「
月
」
で
は
行
意
を
認
め
ら
れ
る
。

　
制
作
に
お
い
て
考
慮
す
べ
き
要
素
は
様
々
あ
る
が
、
簡
牘
資
料
を
見
て
わ
か

る
よ
う
に
、
そ
の
多
く
は
二
千
年
前
に
は
出
揃
っ
て
い
る
観
が
あ
る
。
我
々
は
、

過
去
の
人
々
が
残
し
、
更
に
受
け
継
が
れ
た
筆
法
・
墨
法
・
章
法
な
ど
の
表
現

を
借
り
て
制
作
し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、
無
暗
に
新
し
い
表
現
を
求
め
る
必

要
は
な
い
。
書
の
現
代
的
表
現
と
い
う
の
は
結
局
、
数
あ
る
表
現
法
を
現
代
人

の
感
覚
に
合
致
す
る
よ
う
取
捨
選
択
、
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
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